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目 的 

本県では管理釣り場向けのブランド魚として全雌三

倍体サクラマス（銀桜サーモン）を開発した。管理釣り

場だけでなく，食用での普及を目指す場合，身色の向上

に必要な給餌期間を把握することは重要な課題である。

そこで本研究では全雌三倍体サクラマスの身色向上に

必要な給餌期間の検証を行った。 

 

材料および方法 

供試魚 水産試験場片府田試験池にて飼育されてい

る全雌三倍体サクラマス 1 歳魚を用いた。 

試験設定 試験期間は 2024 年 10 月 21 日から 2025

年 6 月 24 日までの計 246 日間行った。使用した餌は日

清丸紅飼料マススーパー赤 8 号，給餌方法は飽食給餌

とし，給餌は 1 日 2 回，週 5 日，手撒きで行った。 

 給餌開始前および給餌開始後 2，4，6，8 カ月後に試

験魚を一部取り上げ，背側中央部の筋肉の色をサーモ

ンカラーチャート（DSM SalmoFan™） により目視で判

定した。なお，カラーチャートは 20 が下限であり 20 未

満と判断された個体は 19 として判定した。 

 
結果および考察 

給餌前の身色は 19.5 であり，給餌期間と共に身色の

向上が確認された。給餌開始 2 カ月後には 22.0，4 カ月

後には 24.4 に達し，6 カ月後には 27.6，給餌開始 8 カ

月後には 28.5 まで上昇した（図 1）。 

 

 

図 1 給餌期間と身色の推移 

 

 市販品のアトランティックサーモンフィレのカラー

チャートによる身色は 26.0 と報告されており，1）同程

度の身色を全雌三倍体サクラマスで目指す場合，6 カ月

間の給餌を行うことで達成可能であると考えられた。 
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